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研究成果の概要（和文）：視覚的入力から運動による出力迄の模倣のメカニズムを検討した。提示される
effecter（効果器）の画像が，実際の模倣で使用する効果器と一致する場合と不一致の場合等についてReaction
 Timeを指標とした実験を実施した。結果から，効果器の一致不一致の影響は見られず，Meltzoff, A.の提唱す
る学説を退ける結果が得られた。さらに，マジックハンドを持って構えたことが，行為の開始から実行までの時
間に影響することが明らかになった。これは身体を拡張する機能を持つ道具を持って構えることで得られた可能
性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：Previous studies have examined the effects of different pictures of tools on
 manipulation, and methods of presenting different pictures of tools on Action RT before initiating 
imitation activities. However, the effects of holding a tool in hand on imitation have not been 
directly examined to date. Therefore, adult participants of an experiment were requested to imitate 
the action of grasping a cup placed in front of them with their hand or imitate the action of 
grasping the cup with a tool held in their hand after watching an action picture. The results 
indicated that Action RT between presenting an action picture and performing an imitation was 
shorter when holding a tool in hand compared to when not holding a tool. There were no differences 
in Action RT when the effector was shown as a hand and when the effector was shown as a tool. 

研究分野：教育心理学

キーワード： 模倣　身振り　自他の身体
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研究成果の学術的意義や社会的意義
模倣は自他の身体の変換を伴う。現在新型コロナウイルスの影響によって，ITによる遠隔が多様されるようにな
った。利便性の高さは充分に評価できる。しかしながら，身体と身体が無意識に影響を及ぼし合うこと，視覚と
聴覚以外の感覚の役割，いわゆるコミュニケーションのトランシーバーモデルでは伝達できない事項等，模倣の
実験を通して身体の重要性を改めて認識できた。今後の社会生活に活かしていける有意義な知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
模倣の議論は，Piaget, J.の理論とその反証実験を報告した Meltzoff, A.がよく知られてい
る。Meltzoff, A.の実験は 2020 年代の現在でも続けられている。一方，その間に様々な理論や
学説が提唱されてきた。それらは感覚間協応，行為の目標，記憶システム，神経回路網等，様々
な点に重点を置きながら議論されてきた。細分化される中で，使用する用語とその定義に一貫性
が保てなくなる等，部分的な混乱も見られた。 
 
２．研究の目的 
 視覚的な入力を運動による出力することで模倣が成立する。これ以外にも多種多様な精神活
動が関与している。しかしながら，最も基本的な単位は既述したような入力から出力のシステム
である。本研究では，Reaction Time を指標として，模倣する身振りを提示する際に，幾つかの
条件を設定して，どのような機構で模倣を実行しているのか検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 いずれも PCの実験用プログラムを用いて，刺激提示と RTの測定を行う機材実験である。主に
行った実験は，effecter（効果器）が提示画像と実行するものが一致・不一致であった場合に RT
に生起する違いの検証，さらには，effecter を手とする場合とマジックハンドにする場合で，
RT が一致するか否か等を検証した。 
 
４．研究成果 
 まず，effecter の違いは影響がなかった。これは Meltzoff, A.が提唱した理論と矛盾する結
果であった。さらに，実験の目的とは異なったが，マジックハンドを持って構えていることで，
行為の実行速度が変化することが明らかになった。道具であるマジックハンドは身体機能の拡
張を可能とする。そのマジックハンドを持って構えることがもたらした影響が何であったのか
さらに検証していく必要がある。 
 

 
 

図１ 実験の鳥観図 
 



図２ 提示した画像 
 

 
図３ 得られた結果 
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the imitation of actions. Educational Informatics Research,19:43-54 
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